
新規 完了事業 ゼロ予算事業 担当者

全体計画 経費区分 内線

事務事業名

所　　属

施　　策

会計
予算

科目
科目

事業

事業目的 事業概要・効果 

ＰＬＡＮ－ＤＯ

年度実績及び予定

令和 2年度　実績 令和 3年度　予定

令和 4年度　予定 令和 5年度　予定

令和 6年度　予定 令和 7年度　予定

内部評価【二次】 1頁

令和　３年度　行政評価事業別シート

実計対象 ■ 評価対象 ■ 新規 □ 完了事業 □ ゼロ予算事業 □ 担当者 黒岩

全体計画 経費区分 実施計画事業費 内線 3425

事務事業名 4187 観光施設整備事業

所　　属 150300 産業振興部・商業観光課

施　　策 15042700 観光資源の活用

会計 01 一般会計
予算

科目 070103 商工費・商工費・観光費
科目

事業 030000 観光施設整備事業

事業目的 事業概要・効果 

観光地における観光案内板や案内標識の整備による観 魅力ある観光地づくりと観光振興、来訪者の安全確保

光客の誘導、回遊を促進し観光客の皆さまが安全で快 のため、峰の原地区観光レクリエーション施設等整備

適に楽しんでいただけるようにするとともに観光基盤 事業補助金や登山道等の修繕を行う。

整備を行う。

ＰＬＡＮ－ＤＯ

年度実績及び予定

令和 2

内

年度　実績 令和 3年

部

度　予定

米子大瀑布遊

評

歩道測量設計業務ほか

価

792千円 峰の原地区

【

観光レクリエーション

二

施設等整備事業補助

米

次

子大瀑布登山道権現沢

】

橋修繕ほか3,361

1

千円 金（ふるさと寄附

頁

金）30,000千円

令

前山つつじ公園案内看

和

板設置工事490千円

　

峰の原地区観光レクリ

３

エーション施設等整備

年

事業補助

指定避難所（

度

須坂温泉古城荘）耐震

　

補強等工事負担金 金（

行

辺地債）166,47

政

4千円

137,980

評

千円 米子大瀑布整備工

価

事7,300千円ほか

事

令和 4年度　予定 令

業

和 5年度　予定

峰の

別

原地区観光レクリエー

シ

ション施設等整備事業

ー

補助 峰の原地区観光レ

ト

クリエーション施設等

実

整備事業補助

金（辺地

計

債） 金（辺地債）

米子

対

大瀑布整備工事ほか 米

象

子大瀑布整備工事ほか

評

令和 6年度　予定 令

価

和 7年度　予定

対象



年度 令和 4年度 令和 5年度 令和 6年度 令和 7年度

目 標
目 標 値

実 績

指標選定

の 理 由

最終年度

目標の根拠

事業費 （単位：千円）

令和 2年度 令和 3年度

決　　　算 予　　　算

事業費 142,622 176,074

国庫支出金 0 0

特 定 都道府県支出金 0 0

財 源 地方債 137,900 166,400

その他 2,263 3,000

一般財源 2,459 6,674

正規職員 0.7 0.0
人員数

嘱託職員 0.2 0.0
（人）

臨時職員 0.0 0.0

正規職員 4,877.6 0.0

人　員 嘱託職員 629.8 0.0

コスト 臨時

内

職員 0.0 0.0

計 5

部

,507.4 0.0

市

評

民一人当たりの経費 2

価

.8 3.4

総額 148

【

,129.4 176,

二

074.0

（単位：千

次

円）

令和 2年度決算

】

　事業費の内訳

主な節

2

金額 内容

7節  報償

頁

費 0

10節 需用費 0

指

米子大瀑布遊歩道測量

 

設計業務ほか792
1

標

2節 委託費 792

米

 

子大瀑布登山道権現沢

名

橋修繕工事ほか3,8

算

50
14節 工事請負

　

費 3,850

指定避難

　

所(須坂温泉古城荘)

式

負担金137,980

単

18節 負担金補助及

位

び交付金 137,98

年

0

その他 0

　　度 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度 令和 6年度 令和 7年度

目 標
目 標 値

実 績

指標選定

の 理 由

最終年度

目標の根拠

指 標 名

算　　式 単位

年　　度 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度 令和 6年度 令和 7年度

目 標
目 標 値

実 績

指標選定

の 理 由

最終年度

目標の根拠

指 標 名

算　　式 単位

年　　度 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度 令和 6年度 令和 7年度

目 標
目 標 値

実 績

指標選定

の 理 由

最終年度

目標の根拠

事業費 （単位：千円）

令和 2年度 令和 3年度

決　　　算 予　　　算

事業費

国庫支出金

特 定 都道府県支出金

財 源 地方債

その他

一般財源

正規職員
人員数

嘱託職員
（人）

臨時職員

正規職員

人　員 嘱託職員

コスト 臨時職員

計

市民一人当たりの経費

総額

（単位：千円）

令和 2年度決算　事業費の内訳

主な節 金額 内容

7節  報償費

10節 需用費

12節 委託費

14節 工事請負費

18節 負担金補助及び交付金

その他

内部評価【二次】 2頁

指 標 名 山間部での遊歩道の整備不足による事故件数

算　　式 米子遊歩道整備不足による事故件数 単位 件

年　　度 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度 令和 6年度 令和 7年度

目 標 0 0 0 0 0
目 標 値

実 績 0 0 0 0 0

指標選定 遊歩道整備不足による事故を防ぐ。

の 理 由

最終年度 遊歩道整備不足による事故を防ぐ。

目標の根拠

指 標 名 観光地利用者数

算　　式 観光地利用者統計調査による数値 単位 人

年　　度 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度 令和 6年度 令和 7年度

目 標 550,000 650,000 700,000 750,000 800,000
目 標 値

実 績

指標選定 観光地利用者統計調査による数値のため

の 理 由

最終年度

目標の根拠

指 標 名

算　　式 単位

年　　度 令和 3



委

光客の安全確保や利便

託

性の向上に寄与する

評

費

   価

コメント

・成

1

果を落とさずにコスト

4

を削減する方法はある

節

か

効 率 性 ・効率性

 

向上に努めているか 変

工

わらない

・使用料など

事

の受益者負担や補助対

請

象事業の範囲など、財

負

源確保の余地はないか

費

観光客の安全確保や利

1

便性の向上に寄与する

8

評   価

コメント

振

節

り返り（決算年度の取

 

組み課題）

・主に整備

負

を行った「国名称 米

担

子瀑布群」周辺の登山

金

道等の整備により安全

補

の確保が図られるよう

助

対応した

・指定避難所

及

(須坂温泉古城荘)で

び

は、利用者の安心安全

交

のための耐震補強、バ

付

リアフリー化等の整備

金

を行った

その他

ＣＨＥＣＫ

個別評価

項目 評価観点 評価内容

・市民の生命・財産を守るため市が実施することが必要不可欠な事業であるか

・行政内部の管理運営上必要な事業であるか

必 要 性 ・市が主体となり実施すべき事業か

・法的な根拠や公的関与の妥当性はあるか

・目的は結果（施策の目指す理想）に結びついているか

評   価

コメント

・事業の成果は上がっているか

・目標に対する達成度は十分か

有 効 性 ・市民生活上の課題解決に貢献しているか

・行政内部の管理上の課題解決に貢献しているか

・事業の目的が達成できるような事業内容になっているか

評   価

コメント

・成果を落とさずにコストを削減する方法はあるか

効

内

 率 性 ・効率性向上

部

に努めているか

・使用

評

料などの受益者負担や

価

補助対象事業の範囲な

【

ど、財源確保の余地は

二

ないか

評   価

コメ

次

ント

振り返り（決算年

】

度の取組み課題）

3頁

（単

内

位

部評価【二次】 3頁

（ ：単位：千円）

令和 3

千

年度当初予算　事業費

円

の内訳

主な節 金額 内容

）

7節  報償費 0

10

令

節 需用費 0

米子大瀑

和

布測量設計委託料1,

 

500
12節 委託費

3

1,500

観光案内看

年

板設置工事800、米

度

子大瀑布整備工事7,

当

300
14節 工事請

初

負費 8,100

須坂市

予

峰の原地区観光レクリ

算

エーション施設等整備

　

事業補助金166,4

事

74
18節 負担金補

業

助及び交付金 166,

費

474

その他 0

ＣＨＥ

の

ＣＫ

個別評価

項目 評価

内

観点 評価内容

・市民の

訳

生命・財産を守るため

主

市が実施することが必

な

要不可欠な事業である

節

か

・行政内部の管理運

金

営上必要な事業である

額

か

必 要 性 ・市が主

内

体となり実施すべき事

容

業か 普通

・法的な根拠

7

や公的関与の妥当性は

節

あるか

・目的は結果（

 

施策の目指す理想）に

 

結びついているか

観光

報

施設等の整備は、観光

償

客の安全確保や利便性

費

の向上に寄与する

評 

1

  価

コメント

・事業

0

の成果は上がっている

節

か

・目標に対する達成

 

度は十分か

有 効 性

需

・市民生活上の課題解

用

決に貢献しているか 普

費

通

・行政内部の管理上

1

の課題解決に貢献して

2

いるか

・事業の目的が

節

達成できるような事業

 

内容になっているか

観



コメント

内部評価【二次】 4頁

ＡＣＴＩＯＮ

１次評価 ２次評価

次年度以降の方向性 総合計画に沿って継続 次年度以降の方向性 総合計画に沿って継続

総合評価コメント ２次評価コメント

観光施設の安全対策と利便性の向上を図り、来訪客が 観光施設における安心安全と利便性の向上

内

を図るうえ

快適に過ご

部

していただくためにも

評

必要な施策である。 で

価

有効な施策である。

外

【

部評価

次年度以降の方

二

向性

外部評価コメント

次】 4頁

ＡＣＴＩＯＮ

１次評価 ２次評価

次年度以降の方向性 次年度以降の方向性

総合評価コメント ２次評価コメント

外部評価

次年度以降の方向性

外部評価


